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Μ
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巨
木
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
で
「
巨
木
の
郷
」
を
堪
能

　
10
月
15
日
、
秋
の
巨
木
め
ぐ
り
を
開
催
。
23
人
の
参
加
者
は
、
町
内
11
カ
所
を
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
を
務
め
た
階

上
売
り
込
み
隊
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
そ
の
巨
木
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
実
際
に
触
れ
る
な
ど
し
て
、
全
国
的
に
め
ず

ら
し
い
巨
木
の
郷
を
堪
能
し
ま
し
た
。

（
写
真
）
階
上
町
の
巨
木
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
巨
木
の
郷
は
し
か
み
」
の
表
紙
に
使
用
さ
れ
た
モ
ミ
ジ
の

木
「
麗
羅
の
モ
ミ
ジ
」（
角
柄
折
字
平
）
の
前
で
記
念
撮
影
す
る
参
加
者
ら
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ਤॻだΑΓ ͷ͓͢͢Ίຊ݄ࠓ�
˙ϋʔτϑϧϓϥβɾは͔͠Έ　☎ 88-2�22

˙ಓ෹ެຽؗ　☎ 8�-2110

˙ੴു;Ε͍͋交ྲྀؗ　☎ 80-1��1

ʰ৽͍͠ௗͨͪʱ
ย山ګҰ　ஶ

ʰΦϥΠΦϯඈߦʱ
ஶ　ࢠथのͿߴ

ʰͲΜ͙ΓΉΒの
͍ͩ͘͞Μʱ

なかやみわ　著

ͦͷଞ͓͢͢Ί
ʰເΈΔѵథ �ɦ 上田早夕里　著
ʰ؁͔ͯ͘Θ͍͍ɺ৯΂ΒΕΔๅੴ
���ᘡᘚ౶のϨγϐʱ
� 杉井ステフェス淑子　著

ʰ͕Μ͹Δͧ͏ �ɦ 塚本やすし　著
ʰϋϦʔɾϙολʔຐ๏ੜ෺େਤؑʱ

ジョディ・レベンソン　著　…など

ͦͷଞ͓͢͢Ί
ʰණのబ �ɦ 桜木紫乃　著
ʰઓࠃ 2�時�͍͞͝のࠁʱ
� 木下昌輝　著
ʰত࿨ఱ࣮ߖ࿥�ୈീ � ୈ۝ʱ
　 � 宮内庁　編修
ʰ·Ͳ΂ʹͳΒΜͩͭޒの͓΋ͪΌʱ

ケビン・ヘンクス　著　…など

ͦͷଞ͓͢͢Ί
ʰ܅の໊は。ɦ� 新海誠　著
ʰࢲのεϙοτϥΠτʱ

� 林真理子　著
ʰ࿝͍΋ප΋ड͚ೖΕΑ͏ʱ

� 瀬戸内寂聴　著
ʰの͍ͧͯΈΑ͏ʂ͍Ζ͍ΖͳのΓ΋のʱ

松島浩一郎　著　…など

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目

　˗ିग़時間˗
　ʦϋʔτϑϧϓϥβɾは͔͠Έʧ　
　　�ʙ �� ࣌ʢ݄ʙ౔ɺ೔・ॕ೔ʣ
　ʦಓ෹ެຽؗʧ　
　　�ʙ �� ࣌ʢ݄ʙۚʣ˞౔༵は �� ࣌·Ͱ
　ʦੴു;Ε͍͋交ྲྀؗʧ
　　�ʙ �� ࣌ʢՐʙ౔ɺ೔・ॕ೔ʣ
͓すすめຊはɺ঺հͨ͠ਤॻࣨҎ֎ʹ΋ೖՙすΔ͜ͱ͕͋
Γ·す。ೖՙঢ়گは֤ؗʹ໰͍߹Θ͍ͤͯͩ͘͞。
ଂॻ̡�ࡧݕ IUUQ���XXX�MJC-FZF�OFU�IBTIJLBNJ�ʳ

今
月
の
注
目

はし͔Έ )ot� χϡʔε　

第
42
回
階
上
町
小
学
生
防
犯
ห

࿦
大
会（
階
上
町
防
犯
協
会
主
催
）

が
９
月
16
日
、
੺
保
内
小
学
校
で

開
催
さ
れ
、
各
小
学
校
６
年
生
の

代
表
ห
࢜
６
人
が
、
日
ࠒ
の
体
ݧ

か
ら
、
自
分
が
ײ
じ
た
こ
と
や
学

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
ಊ
ʑ
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

৹
査
の
結
Ռ
、
１
Ґ
に
選
ば
れ

た
の
は
道
෹
小
学
校
の
⅓
୩
੖
太

܅
。
⅓
୩
܅
は
「
স
إ
を
支
え
る

の
は
人
と
の
関
わ
り
」
と
題
し
、

ἔ
િ
૆
母
の
死
を
き
っ
か
け
に
活

力
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
િ
૆
父

が
、
人
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
স

إ
と
活
力
を
取
り
໭
し
た
こ
と
か

ら
、
改
め
て
༑
ୡ
の
大
切
さ
を
実

ײ
し
た
ἕ
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
階
上
中
学
校
３
年
生
の

小
দ
ࢻ
೫
さ
ん
と
道
෹
中
学
校
３

年
生
の
ᖒ
山
未
೾
さ
ん
に
よ
る
模

ൣ
ห
࿦
も
行
わ
れ
、
児
童
ら
は

じ
っ
と
ࣖ
を
܏
け
て
い
ま
し
た
。

　

上
Ґ
結
Ռ
は
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

階
上
町
が
ތ
る
新
そ
ば
の
෩
ຯ

を
ຯ
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
10
月

22
日
、
23
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

階
上
早
生
新
そ
ば
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

道
の
Ӻ
は
し
か
み
、
フ
Ỽ
レ
ス

ト
ピ
ア
階
上
、
わ
っ
せ
交
流
セ
ン

タ
ー
の
３
ࢪ
設
が
、
同
一
Ձ
֨
の

５
０
０
円
で
そ
ば
を
提
供
。
２
日

間
で
、
用
意
し
て
い
た
１
６
０
０

৯
を
完
売
し
ま
し
た
。

　

道
の
Ӻ
は
し
か
み
で
は
、
産
地

直
売
所
も
大
೐
わ
い
。
家
଒
連
れ

ら
は
৯
事
と
と
も
に
Ώ
っ
く
り
と

▽
２
位
　

長
根
裕
太
郎
君

　
　
　
　
　
　

（
小
舟
渡
小
学
校
）

▽
３
位
　

髙
屋
敷
優
晴
君

　
　
　
　
　

（
大
蛇
小
学
校
）

（
写
真
）
堂
々
と
発
表
し
優
勝
し
た
濵
谷

晴
太
君

写
真
）
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
新
そ
ば

を
味
わ
う
家
族
ら

新
そ
ば
の
豊
か
な
風
味
を
味
わ
っ
て

　

階
上
早
生
新
そ
ば
祭
り

ങ
い
物
も
し
て
い
ま
し
た
。

　

フ
Ỽ
レ
ス
ト
ピ
ア
階
上
で
は
、

ジ
ェ
ラ
ー
ト
も
大
޷
ධ
。
ق
અ
ݶ

定
の
ຯ
や
定
൪
の
ຯ
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
ָ
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ࢪ
設
内
で
販
売
さ
れ
た
ガ
レ
ッ
ト

や
と
り
ఱ
も
大
人
気
。
多
く
の
人

が
新
そ
ば
と
と
も
に
ຯ
わ
い
、
স

إ
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
は
、
こ
の
ق
અ
な
ら

で
は
の
豊
か
な
߳
り
と
ਂ
い
ຯ
わ

い
を
ָ
し
ん
で
い
ま
し
た
。

学
ん
だ
こ
と
を
堂
々
と
発
表

　

第
42
回
階
上
町
小
学
校
防
犯
弁
論
大
会
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道の駅はしかみ フォレストピア階上 わっせ交流センター

　（問）☎ 88-1800
　（営）9:00 ～ 19:00
　（休）11 月は休みなし
　　　  12/31、1/1
　（住）道仏字耳ヶ吠 3-3

　（問）☎ 88-4449
　（営）9:00 ～ 17:00
　（休）毎週火曜日・12/31
　（住）鳥屋部字大柿 1-2

　（問）☎ 88-2709
　（営） 8:00 ～ 17:00
　（食）11:00 ～ 15:00
　 11:00 ～ 14:00（12 月）
　（休）毎週水曜日
　　　  12/29 ～ 31
　（住）平内字上道 1-1

　11 月 19 日 ( 土 )・20 日 ( 日 )
毎年恒例の収穫祭を開催します。
19 日：豚汁　1杯 100 円
20 日：海藻ラーメン 1杯 350 円
★数量限定タイムセール★
19 日・20 日：南部町産りんご
20 日：土ねぎ

　12 月 9日 ( 金 )
　手作りのしめ縄作り。山菜天ぷら
付き九割そばの食事としめ縄のお持
ち帰り。
　（参加料 1,500 円）

　11 月 9日 ( 水 ) ～ 13 日 ( 日 )
　今月のジェラートは「山ブドウ」
です。

　12 月 4日 ( 日 )
　オリジナルのクリスマスカード作
り。カレー・ジェラート付き。
　（参加料 800 円・定員 10 名）

■道の駅収穫祭

■しめ縄づくり体験

■ジェラート新作発表会

■クリスマスカードを作ろう

観光施設情報

　ʮ֊্ചりࠐみୂʯは、֊্ொの๛͔なࣗવや৯のັྗΛ 13͢るͨΊにൃ଍しͨொຽ༗ࢤによ
るϘϥϯςΟΞΨΠυのάϧʔϓͰ͢。平੒ 22೥ 6݄に 20ਓ΄どͰελʔτ。౰ॳは、֊্ւ
はし͔みʯとい͏ύڷ໦のڊ໦にͭいてʮڊಈΛ࢝Ίましͨ。まͨ、ொ内の׆のΨΠυ͔Βࡦࢄ؛
ϯϑϨοτにまとΊڊ໦の 13に΋ྗΛ入れていま͢。

階上売り込み隊

どんこ汁　1 杯 100 円
※ 500 杯限定販売！

11月20日（日）10:00～15:00  ■場所  大蛇漁港付近
 主なイベント
◆サケのさばき方実演
　（10:30・12:30・13:30）
◆どうびき（10:30 ～） ◆観光写真展　ほか

◆アワビ採り体験
　（数に限りがあります。)
◆甘酒・コーヒーの無料サービス

■
■
■
■
■

スタート・ゴール
所 要 時 間
参 加 費
定 員
申 し 込 み

　階上どんこまつり会場
　約 90 分
　600 円（通常価格 1,000 円）
　15 人
　電話で申し込んでください。
　（平日 8:15 ～ 17:00）

JR 八戸線の線路をくるっと
ひと回りしながら、 階上の
魚介の試食ありの楽しい
コースです。

参加者全員に
どんこ汁 1 杯プレゼント！

 
≪主催≫֊্ചりࠐみୂ　　≪共催≫֊্ڠۀړ同૊߹

ʲਃɾ໰ʳۀ࢈ৼڵ՝　঎ޫ؍޻άϧʔϓ　☎ 88-28��
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階上町職員採用試験のお知らせ

試験の種類・
職種・募集人数 大ֶଔۀఔ౓　ɿ　ߦ੓ʢӳޠબߟʣ　̍ਓ

受験資格

ত࿨ 62೥ 4݄ 2೔Ҏ߱にੜまれͨਓͰ、ֶڭߍҭ๏による大ֶまͨはւ֎の 4೥
੍大ֶΛଔۀしͨਓʢ平੒ 29 ೥ 3݄ଔࠐݟۀみΛؚΉʣͰ、࣍のいずれ͔に֘౰
͢るਓ。
ᶃւ֎ʢӳݍޠʣに 10೥Ҏ্ྺॅډの͋るਓ
ᶄӳݕޠఆݧࢼ ऀ֨߹ڃ1

試　　験
≪試験内容≫　໘઀ݧࢼ
≪試 験 日≫　12݄ 19೔ʢ݄ʣ
≪試験会場≫　֊্ொ໾場ʢৄࡉはडऀݧに追ͬて࿈བྷしま͢。ʣ

受付期間 11 ݄ 11 ೔ʢ金ʣʙ 11݄ 25೔ʢ金ʣ

˙डݧखଓ
　֊্ொ৬һݧࢼ༺࠾ਃࠐॻΛ૯຿՝にఏ出してください。
していま͢。http://www.town.hashikami.lg.jpࡌܝҊ内はொϗʔϜϖʔδに΋ݧࢼ　

ʲਃɾ໰ʳ૯຿՝　ॸ຿άϧʔϓ　☎ 88-2112

˙ืू֓ཁ

　軽スポーツと、そばガレット作り体験を楽しみながら、
素敵な出会いと階上町の魅力を探してみませんか。
˻։࠵೔時˼　12月11日（日）12:30～17:15
˻ू߹৔所˼　町民体育館（道仏字天当平1-150）
˻ืूਓ਺˼　男女15人ずつ（合計30人）
˻ର ৅ ऀ˼　階上町と体を動かすことが好きな20～おおむね45歳の独身男女
ࢀ˻ Ճ ྉ˼　男性3,000円　　女性2,000円（保険料、食費を含む）
˻ਃํࠐ๏˼   申込用紙に必要事項を記入し、事務局へ持参するか郵送、FAXまたは階上町ホームページ上

の申込フォームで申し込んでください。申込用紙は、総合政策課に設置しているほか階上町
ホームページからもダウンロードできます。

˻ਃ12　˼ݶظࠐ月5日（月）（定員になり次第受付終了）
˻ओ　　࠵˼　階上町スポーツ推進委員会
　　　　　　　階上町出会いサポート事業実行委員会
ʲ໰ʳ階上ொग़ձ͍αϙʔτ事ߦ࣮ۀҕһձ事຿ہ�ʢ૯߹੓ࡦ՝಺ʣ
　　��☎ 88-2113 ʗ '"9�88-211�

　階上町と体を動かすことが好きな20～おおむね45歳の独身男女

裁判員制度について　～まもなく名簿記載通知を発送します～

■裁判員候補者名簿ができるまで　　　ࡋ൑һީิऀ໊฽は、۠ࢢொଜのબ؅ڍཧҕһձがબڍਓ໊
฽͔ΒくじͰແ࡞ҝந出し໊ͨ฽Λ΋とに、શࠃのࡋ൑ॴͰ࡞੒されま͢。29 ೥の໊฽にొ࿥され
るਓ਺はશࠃͰ໿ 23 ສ 3600 ਓͰ͢。
■裁判員候補者名簿記載通知について　　　29 ೥のࡋ൑һީิऀ໊฽にొ࿥されͨਓには、11 ݄中
०に໊฽にొ࿥されͨ͜との通஌Λૹりま͢。͜の通஌はࡋ൑һにબ͹れるՄೳੑが͋る͜とΛ事
前に͓఻͑し、৺ͮ΋りΛしていͨだくͨΊの΋のͰ、まだ۩ମతな事݅のࡋ൑һީิऀにબ͹れ
ͨΘ͚Ͱは͋りませんのͰ、͙͢にࡋ൑ॴに͓越しいͨだく必ཁは͋りません。ࡋ൑һ੍౓にごཧ
ղとごྗڠΛ͓ئいしま͢。　　　　　����̡ ໰ʳ੨৿஍ํࡋ൑所ܐ事ুఊॸ຿܎　☎ 01�-�22-���1
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農業者年金は安定した年金制度ですしっかり積み立て
　がっちりサポート
　　安心で豊かな老後を！
　೶ऀۀ೥金は、ࣗΒੵみཱてͨ保ݥྉとͦのӡ༻ӹによりক来ड͚औる೥金ֹがܾまるʮੵཱํࣜʢ֬ఆ
金が҆શ͔ج೥金ऀۀӈされにくい҆ఆしͨ೥金੍౓Ͱ、೶ࠨの਺にऀڅʣʯの೥金Ͱ͢。Ճ入ऀɾडܕ出ڌ
ͭޮ཰తなӡ༻Λͬߦていま͢。

೶ैۀ事ऀで͋Ε͹୭で΋Ճೖで͖·す
　60 ຽ೥金ୈࠃະຬのࡀ 1߸ඃ保ऀݥͰ、೥間
60 ೔Ҏ্೶ۀにै事しているਓ。഑ऀۮやܧޙ
ऀなどՈ଒೶ैۀ事ऀ΋Ճ入Ͱ͖ま͢。
อݥྉのֹはࣗ༝ʹܾめΒΕ·す
　ຖ݄の保ݥྉΛ 2 ສԁ͔Β 6 ສ 7 ઍԁまͰ、
ઍԁ୯ҐͰࣗ༝にܾΊΒれま͢。ܦӦঢ়گや࿝ޙ
ઃܭにԠじていͭͰ΋ݟ௚しがͰ͖ま͢。
੫੍上の༏۰ાஔ͕͋Γ·す
আのର৅Ͱ߇ྉݥྉશֹがࣾձ保ݥ෷ͬͨ保ࢧ　
͢。ক来ड͚औる೶ऀۀ೥金΋ެత೥金౳߇আの
ର৅Ͱ͢。

ऴ਎೥ۚで でのอূ෇͖·ࡀ80
　೥金は、ݪଇ Βੜ֔ड͚औる͜とがͰ͔ࡀ65
͖ま͢。ԾにՃ入ऀやडऀڅが�0ࡀ前に๢くなͬ
て΋、�0 ۀまͰにड͚औれるはずͰ͋ͬͨ೶ࡀ
ऀ࿝ྸ೥金のࡏݱՁ஋に૬౰͢るֹがࢮ๢Ұ時金
として、Ҩ଒にڅࢧされま͢。
อݥྉのิݿࠃॿ͕͋Γ·す
　ೝఆ೶ऀۀなどҰఆのཁ݅Λຬͨ͢೶ۀの୲い
खとなるਓには、保ݥྉิॿが͋りま͢。

ʲ໰ʳ೶ۀҕһձ　　　　☎ 88-2���
ീށ೶ڠ階上ࢧళ　☎ 88-2221

No.37 28年度上半期ごみ排出量！ごみ情報
１　上半期ごみ排出量について（4月～9月で比較）

２　燃やせるごみが増えています！
　毎年減少傾向にあった「雑誌・チラシ」と「そ
の他紙」の資源回収量が昨年度比でやや増加する
など、皆さんの分別意識向上が成果として表れて
きています。しかしながら「燃やせるごみ」は今
年も増加を抑えられず、昨年度比で既に 9.4 ｔも
増加しています。

３　燃やせるごみ減量ワンポイントレッスン！
●草　木：自然乾燥させるほか、付着した土を落とし

てからごみに出しましょう。
●生ごみ：ごみ袋に入れる前に水切りをしましょう。
●衣　類：町の資源回収のほかにリサイクルショップ

などへ引き取りを依頼しましょう。

（単位：ｔ）

広報に広告を掲載しませんか
Λਵ時ืूࠂ޿すΔ༗ྉࡌܝʹใは͔͠Έ޿
͍ͯ͠·す。事ۀ 13 ͳͲʹͥͻ͝ར༻͍ͩ͘͞。

ʢ࡞੒෦਺　�
800 ෦ʣ
ʲྉۚʳ1 �ʢࠂ޿߸ ʷ 18DN ఔ౓ʣ　10
800 ԁ

　　2 �ʢࠂ޿߸ ʷ　�DN ఔ౓ʣ�　��
�00 ԁ
˞ৄ͘͠は໰͍߹Θ͍ͤͯͩ͘͞。

ʲ໰ʳ૯຿՝　ߦ੓๷ࡂάϧʔϓ　☎ 88-28�3

町ホームページのバナー広告を募集します
ொϗʔϜϖʔδʹࡌܝすΔ༗ྉόφʔࠂ޿Λਵ時
ืू͍ͯ͠·す。事13ۀͳͲʹͥͻ͝ར༻͍ͩ͘͞。
ʲྉۚʳ月ֹ　　�
�00 ԁ
ʲ֨نʳॎ �0ϐΫηϧʷԣ 1�0 ϐΫηϧ
　　　��(*'ɺ+1&(ɺ1/(ࣜܗでɺ10,# Ҏ಺。

˞ৄ͘͠は໰͍߹Θ͍ͤͯͩ͘͞。
ʲ໰ʳ૯຿՝　ߦ੓๷ࡂάϧʔϓ　☎ 88-28�3

ʲ໰ʳொຽੜ׆՝　ੜڥ؀׆άϧʔϓ　☎ 88-211�

燃やせ
るごみ

燃やせ
ないごみ

粗大
ごみ

缶、ビン、
ペット

雑　誌
チラシ

ダン
ボール 新　聞 古　布 その他

紙 合　計

Ｈ 27 1,430.2 70.9 89.2 121.2 39.8 37.8 19.9 5.8 2.5 1,817.3

Ｈ 28
1,439.6
(9.4)

64.1
( △ 6.8)

82.8
( △ 6.4)

117
( △ 4.2)

42.8
(3)

37.4
( △ 0.4)

21
(1.1)

5.7
( △ 0.1)

3.4
(0.9)

1,813.8
( △ 3.5)
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親子d
e 楽しいがいっぱい！ 子育て支援センター

子育てサークル 活動情報

बԂ͠ていͳいࢠど΋͕ର৅です。

਌ࢠでָ͠Έませんか。

ちょこっと 国保　No.35　ジェネリック医薬品とは？

�஍Ҭࢠҭͯࢧԉηϯλʔʮす͜΍͔ΔʙΉʯ

�೔ظ �ಈ�಺�༰׆

12�1
ʢ໦ʣ

ંΓࢴ༡ͼ　
ંͬͯʂඳ͍ͯʂ༡΅͏ʂύΫύΫ

12�8
ʢ໦ʣ

Θͳ͛Λͯͬ࡞༡΅͏

12�1�
ʢ໦ʣ

ΫϦεϚεϞνʔϑのεϊʔυʔϜ

12�22
ʢ໦ʣ

ʻࢠҭͯ࠲ߨʼ
ʮΫϦεϚεձʯʙϦʔεΛ࡞Ζ͏ʙ　
˞৔所はಓ෹อҭԂです。
˞10૊の਌ݶࢠఆです。ʢࡐྉඅ౳はແྉʣ
˞ཁਃ͠ࠐΈʢ☎8�-2210　ਃࠐక੾12�1�ʣ

ʦ৔　所ʧಓ෹อҭԂ　　ʦ時　間ʧ10�00ʙ12�00
ʦར༻ྉʧࢠͲ΋̍ਓʹ͖ͭ100ԁ
　　　　　ˎอҭԂཪの駐ं৔Λ͝ར༻͍ͩ͘͞。

ҭͯαʔΫϧʮʹ͜ʹ͜Ϋϥϒʯࢠ

�೔ظ �ಈ�಺�༰׆

12��
ʢۚʣ

ϚジッΫγϣー
�όϧーϯで͋ͦ΅うʂ
ʢ৔　所ʣੴു;Ε͋いަྲྀؗ
ʢ࣌　ؒʣ��ɿ��ʙ��ɿ��
ʢࢀՃඅʣࢠど΋�人につき���ԁ
ʢ࣋ち෺ʣதζッΫ・׼;きλΦϧ
ὑϘϥϯςΟΞさんによる
　　　手作り͓΍つをఏ͠ڙます。

˙εέδϡʔϧはொϗʔϜϖʔδʹ΋͠ࡌܝ
͍ͯ·す。ʢτοϓϖʔδʼ͘Β͠の৘ใ
ʼࢠҭͯɾڭҭʼࢠҭͯαʔΫϧʣ

ʲ໰ʳอ݈෱ࢱ՝　݈૿߁ਐάϧʔϓ
　　　　　　　　　　　　　　　☎88-221�　
　　　ಓ෹อҭԂʢ஍Ҭࢠҭͯࢧԉηϯλʔʣ
　　　　　　　　　　　　　　　☎8�-2210

◆◇スケジュール◇◆

ジェネリック医薬品を利用すると
。౓の҆ఆに΋ͭながりま੍͢ݥΒ͢とと΋に、ҩྍඅઅ໿Ͱҩྍ保ݮෛ୲Λݾࣗ　

ジェネリック医薬品利用差額通知について
　ੜ׆श׳පなどͰༀΛ෰༻している35ࡀҎ্のඃ保ऀݥͰ、δΣωϦοΫҩༀ඼に੾りସ͑ͨ場߹に、
ҰఆֹҎ্ༀ代のܰݮがࠐݟまれるਓΛର৅に、೥2ճʢ9݄と1݄ʣૹ෇していま͢。
˞৔߹ʹΑͬͯはɺༀ୅͕Լ͕ͬͯ΋ࣗݾෛ୲ֹ͕৽ༀͷ࢖༻࣌ͱมΘΒͳ͍ɺ·ͨは্͕Δ͜ͱ΋͋Γ·͢ɻ

　ジェネリック医薬品とは、最初に作られた薬（先発医薬品：新薬）の特許期間が過ぎてから
作られた薬です。その成分や効き目、安全性が新薬と同等であると厚生労働省に認められた低
価格の薬です。

ʲ໰ʳอ݈෱ࢱ՝　݈૿߁ਐάϧʔϓ　☎88-221�

δΣωϦοΫҩༀ඼Λر๬すΔ৔߹はɺҩࢣ΍ༀࢣࡎʹ૬ஊ͠·͠ΐ͏
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ʲ໰ʳେձ事຿ہʢ階上ொࣾձ෱ٞڠࢱձʣ　☎88-30��

親子d
e

ߥ
ㆀ㇉㇄

୩　ཾ
㆟ㆤㆈㆿ

ਉ　͘Μ

܀
ㆎ㇊ㆯ㆗

ါ　ڮ
㇆ㆄ㆟

େ　͘Μ

∁
㆟ㆉㆯ㆗

ඒ　ڮ
ㆿ㆕ㆨ

ཬ　ͪΌΜ�

Ӭ
ㆪㆋ㆗ㆌ

ෑ　͜はͳ　ͪΌΜ

দ
ㆾㆤㆠ

田　༔
㇆ㆄ㇊

ཥ　͘Μ

ߥ
ㆀ㇉㇄

୩　ཅ
ㆯ㇋ㆨ

ᠳ　͘Μ

ࠤ
㆕ ㆕ ㆌ

ʑ໦　།
㇆ ㆂ

݁　ͪΌΜ

田
㆟㆗㇍

代　ະ
ㆿ ㆎ

དྷ　ͪΌΜ

த
ㆪㆉ㇀㇉

ଜ　ࡣ
ㆂㆡㆉ

՚　ͪΌΜ

খ
ㆈㆋ㆕㇏㇉

ࣣ　ݪּ
ㆪㆪㆉ

߳　ͪΌΜ　

ੁ
㆙ㆋ㇏㇉

༔　ݪ
㇆ ㆀ

Ѫ　ͪΌΜ

ٱ
ㆎ ㆼ ㆕ ㇏

อ୔　ক
㆗㇇ㆄㆾ

ਅ　͘Μ

代
ㆠㆂ㆗ㆾ

ౢ　ඔ
ㆲ ㆪ

ΌΜͪ　ࡊ

むし歯０本の子どもたちʢ50Իॱʣ

　9݄ 2�೔にͨͬߦ ど΋ࢠのな͔ͬͨࣃՊ݈਍の݁Ռ、Ήしࣃ、਍Ͱ݈ࣇࡀ3
13ਓにදজঢ়Λଃఄしましͨ。

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2162

第38回階上町社会福祉大会 ともに生き支えあう福祉のまちづくり

皆さんのご来場をお待ちしています

［内容・日程］
12:30　受付開始
13:00　開会・講演
14:15　ボランティア推進校
　　　　活動発表
　　　 （石鉢小・小舟渡小）
14:50　大会式典
16:20　閉会

◇参加者◇
　ொຽ、෱ஂ܎ؔ、ऀ܎ؔࢱମ౳໾һ
◇主　催◇
　֊্ொ、֊্ொࣾձ෱ٞڠࢱձ ホープフルのぎく園利用者

作品展示即売を併催します

■時　間　13：00 ～ 16：20
■場　所　ハートフルプラザ・はしかみ（大ホール）

日本赤十字社青森県支部

事業推進課長　　吉川　靖之　氏

11月25日㊎
「熊本地震から学ぶこと」講演

講師

　ொຽ、෱ஂ܎ؔ、ऀ܎ؔࢱମ౳໾һ



広報はしかみ　2016・11 8

防災ガイド
　今回は避難勧告等の種類について紹介します。台風、集中豪雨、大雨により河川氾濫や土砂災害のおそ
れがある場合や、地震により家屋の倒壊や津波が発生する場合などに、危険が予測される地域の皆さんに
対し町から避難勧告等を発令します。

ʲ໰ʳ૯຿՝　ߦ੓๷ࡂάϧʔϓ　☎ 88-28�3

fi le.34 避難勧告等の種類

避難勧告等とは
避難勧告等には、「避難準備情報」、「避難勧告」、「避難指示」があります。

　「避難準備情報」が発令されたら　
　人的被害が発生する可能性が高まった状況です。気象情報に注意しながら、立ち退き避難が必要か検討し
ましょう。立ち退き避難が必要だと判断する場合は、その準備をしましょう。
　高齢者、障がいのある人、小さい子どもを連れている人など、避難に時間が掛かる人は、この段階で避難
を開始してください。

　「避難指示」が発令されたら　
　人的被害が発生する危険性が非常に高い状況です。また、実際に被害が発生している場合もあります。準
備や判断の遅れや、立ち退き避難を躊躇し避難しそびれた人は、立ち退き避難をしてください。ただし、大
雨などにより外に避難するのが危険な場合や、すでに避難する時間がない場合は、近隣のより安全な建物等や、
屋内の安全な場所で安全確保をしてください。

　「避難勧告」が発令されたら　
　人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状況です。避難が必要な人は、立ち退き避難を開始してく
ださい。

　஍਒ɾ௡೾や෢ྗܸ߈などの֐ࡂ時に、શࠃॠ時ܯใγεςϜ
ʢ+ ΞϥʔτʣによりૹΒれてくる͔ࠃΒのٸۓ情ใΛ、࣮֬に
օさん΁͓఻͑͢るͨΊ、ொ内Ͱٸۓ情ใ఻ୡखஈの܇࿅Λߦい
ま͢。
■実施日時　　11 ݄ 29 ೔ʢՐʣ　11�00 ࠒ
■内　　容　　๷ࡂແઢの์ݧࢼૹ

ʲ໰ʳ૯຿՝　ߦ੓๷ࡂάϧʔϓ　☎ 88-28�3

≪放送内容≫
　次の内容で放送されます
ᶃ্りνϟΠϜԻ
ᶄʮ͜れは、ςετͰ 。͢ʯʷ̏ ճ
ᶅʮͪ͜Βは、֊্ொͰ 。͢ʯ
ᶆԼりνϟΠϜԻ

全国一斉・緊急情報の試験放送を行います

　不審火に注意しましょう　
　10月に入り、八戸市および五戸町で不審火による自動販売機の火災が相次いで発生しています。地域ぐる
みで不審火の出にくい環境づくりに努めましょう。
■注意しましょう
　①建物や自動販売機の周り、敷地内に燃えやす　　　④郵便受けに新聞などをためない。
　　いものを放置しない。　　　　　　　　　　　　　⑤空き家や物置などには鍵をかける。
　②ゴミは収集日の決められた時間までに出す。　　　⑥隣近所で声をかけ合う。
　③家の周りは照明をつけて明るくする。
　˞ෆ৹ऀΛ͚ͨͭݟΒ͙͢࡯ܯʢ��� ൪ʣʹ௨報͍ͯͩ͘͠͞ɻ　　̡ ໰ʳീށ౦ফ๷ॺ　☎ 33-0323
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　下水道は皆さんの快適な生活を確保し、河川や海などの水質汚濁を防ぐ、重要な施設です。下水道を使
用できる地域の皆さんが接続工事を行い、生活排水などを下水道へ流すことで初めて効果が表れます。
　下水道法では、下水道が使用可能となってから 3 年以内の接続が義務付けられております。まだ接続し
ていないご家庭は、1 日も早く接続工事を行ってくださるようお願いします。
■下水道が使用できる地域
　蒼前東 3 丁目～ 7 丁目、蒼前西 1 丁目～ 7 丁目、赤保内、角柄折

※上記区域内でも一部使用できない地域があります。詳しくは問い合わせてください。

■下水道接続工事費の融資あっせんと奨励金制度

下水道への接続工事をお願いします1日
も早
い

公共下水道受益者負担金（分担金）の納付はお忘れなく
下水道供用開始区域の土地の所有者などに建設費の一部を受益者負担
金（分担金）として負担していただいています。

今年度の第 2期納期限は 12月 26日（月）です。

詳しくは問い合わせてください。
　　　　【問】建設課
　　　　　　  下水道グループ
　　　　　　  ☎ 88-2120

融資あっせん制度 奨励金制度

内　　容 ͰआりΒࢠΒແར͔ؔػ事に必ཁなඅ༻Λ金༥޻
れるよ͏に͋ͬせん͢る੍౓Ͱ͢。

金Ͱ઀ଓしͨਓに঑ྭ金として交ࢿݾ事අΛࣗ޻
෇͢る੍౓Ͱ͢。

金　　額
および
期　　間

ᶃ༥ ࢿ ֹ　　100 ສԁҎ内ʢແརࢠʣ
ᶄঈؐظ間　　60Χ݄Ҏ内ʢ5೥Ҏ内ʣ
˞རࢠΛொがෛ୲しま͢。

઀ଓ前のঢ়ଶ
ᶃくみऔりࣜτΠϨ ŋŋŋŋŋŋ60
000 ԁ
ᶄ୯ಠॲཧড়Խ૧ ŋŋŋŋŋŋŋŋ60
000 ԁ
ᶅ߹ซॲཧড়Խ૧ ŋŋŋŋŋŋŋŋ30
000 ԁ

申込方法 事ళΛ通して、ਃ޻ఆഉਫઃඋࢦ前に͏ߦ事Λ޻
੥ॻΛொ΁ఏ出してください。

事ళΛ通して、ਃ੥޻ఆഉਫઃඋࢦにޙ事ऴྃ޻
ॻΛொにఏ出してください。

対象工事
ᶃくみऔりࣜτΠϨΛਫચτΠϨにվ଄しԼਫ道に઀ଓ͢る޻事
ᶄ୯ಠॲཧড়Խ૧ʢτΠϨのਫだ͚Λড়Խ૧にྲྀしているʣ͔ΒԼਫ道に઀ଓ͢る޻事
ᶅ߹ซॲཧড়Խ૧͔ΒԼਫ道に઀ଓ͢る޻事

対 象 者 ᶃॲཧ۠Ҭ内に͓͚るݐங෺のॴ༗ऀまͨはॴ༗ऀの同ҙΛಘͨ઎༗ऀ
ᶄொ੫͓よͼެڞԼਫ道डӹऀෛ୲金ɾ෼୲金Λ଺ೲしていないਓ

注　　意 ɾ͜の੍౓はどͪΒ͔ 1ͭし͔ड͚Βれません。
ɾԼਫ道が͑࢖るよ͏になͬͨࢫのެࣔがされて͔Β 3೥Ҏ内に限Βれま͢。

合併浄化槽設置を補助します
　町では適切な生活排水の処理による住環境改善の取り組みとして、下水道事業実施区域以外の地域で合
併浄化槽への転換補助を行っています。これまでたくさんのご利用をいただいていますが、より一層の転
換促進を図るため 27 年 4 月から 32 年 3 月までの 5 年間、補助金額を増額しています。
　工事を考えている人はお気軽にご相談ください。なお、この補助制度は数に限りがありますので、定数
に達した場合は締め切らせていただきます。
■申請期限
　　12 月 22 日（木）まで
■対象地域
　　階上町内全域（大蛇地区漁業集落排水処理区域および
　石鉢・赤保内処理区公共下水道事業認可区域は除く。）
■対象建物
　　専用住宅および併用住宅で、単独浄化槽または
　くみ取り式から変換する場合。新築住宅への浄化槽設置は対象外です。
■補助を受ける際の注意事項
　補助金交付にあたっては、事前に工事施工予定業者を通して町に申請していただき、補助金交付決定後に工
事に取り掛かることになります。工事完了後に申請をされても補助金は交付できませんのでご注意ください。

【問】建設課　下水道グループ　☎ 88-2120

住宅
延べ面積

浄化槽の
大きさ

補助金
限度額

130㎡以下 5人槽 529,000 円

130㎡超 6～ 7人槽 662,000 円

2 世帯住宅 8～ 10 人槽 897,000 円

■補助金額
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઒΍ւΛ͖Ε͍ʹ͢ΔͨΊʹ
■川や海はどのようにして汚れるの？
　汚染原因としては事業所排水、家庭排水などが考えられますが、近
年では法律などで工場排水について規制されてきたこともあり、家庭
排水が主な汚染原因となっています。
　日常生活において台所や洗濯・風呂、トイレなどから排水される生
活排水ですが、有機物や窒素・リンなどのほか、塩素などの有毒物質
など様々なものが含まれています。生活排水を側溝などへ流すと、川
や海へ有毒物質までもがそのまま流れ汚染を引き起こします。

■食べ残しをそのまま流してしまったら…
　みそ汁や牛乳、油などの食品をそのまま台所へ流した場合、コイやフナなどの魚がすむことができる水質（BOD
値 5㎎ /ℓ以下）まで薄めるためには、とても多くの水が必要です。

　※ BOD とは…水質汚濁の代表的な指標であり、有機物による汚染具合を示します。　　　　　　ʢڥ؀লௐ΂ʣ

■川や海をきれいにする第一歩は家庭から
家庭から出るごみや排水をちょっとした工夫で減らしましょう！
ɹ୆ॴฤɹ
○食事は必要な分だけ作り、残さず食べましょう。
○調理くずや食べ残しは排水溝へ流さないようにしましょう。水切りネットなどを

使うと便利です。
○天ぷらなどに使った油はろ過して再利用したり、炒め物に使ったりするなど有効

利用しましょう。また、油を捨てる時は新聞紙等に染み込ませたり、市販の油凝
固剤を利用したりするなどしてごみとして捨てましょう。そのまま排水溝へ流さ
ないでください。
ɹ͓෩࿊ɾચ୕ฤɹ
○石鹸やシャンプーなど、必要以上に使わないようにしましょう。
○入浴剤は必要以上に使わず、残り湯は洗濯水として利用しましょう。 
○洗剤量を増やしても汚れの落ち具合は変わりません。適量使用を心掛けましょう。

■生活排水は適正に処理をしましょう
○下水道が整備されている地域は下水道に接続しましょう。
○下水道が整備されていない地域では合併処理浄化槽を設置しましょう。
　（浄化槽は保守点検と清掃を行い、年 1 回の検査を受けなければなりません。）
○道路側溝などへの垂れ流しはやめましょう。
○ゴミや空き缶を川や海へ捨てないようにしましょう。

ʲ໰ʢڥ؀ʣr　　　　　　ொຽੜ׆՝　ੜڥ؀׆άϧʔϓ　☎ 88-211�
ʲ໰ʢড়Խ૧ɾԼਫಓʣr ☎　　ઃ՝　　　Լਫಓάϧʔϓݐ 88-2120
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■ 21カ所について水質を調査
　町では毎年、町内を流れる河川などの水
質調査を行っています。今年度は、河川や
水路合わせて 17 カ所、海岸 4 カ所の計 21
カ所の調査を行いました。

■調査項目
　Տ઒΍ਫ࿏　
PH、BOD、DO、SS、大腸菌群数、ふん便性
大腸菌群数の 6 項目
　ւ　؛　
PH、COD、DO、n- ヘキサン抽出物質、大腸
菌群数、ふん便性大腸菌群数の 6 項目

■調査結果
　Տ઒΍ਫ࿏　　多くの地点で大腸菌群数の基準値を超過していました。大腸菌群数が検出される要因として、
一般的には生活排水や人畜の糞便由来のもの、土壌や植物など自然界に由来するものが考えられます。町では河
川ではなく水路で多く検出されたことと、ふん便性大腸菌群数（人畜のふん便由来の菌）が正常値であることか

ら生活排水によるものと考えられます。
　特に、追越水路やこじら浜水路では大腸菌群数と
BOD が大幅に超過していることから、台所や洗濯など
の生活排水による汚染が考えられるため、海域に影響
を及ぼす前に改善しなければなりません。
　その他調査箇所については、継続して基準値を超え
た地点がなかったことから「おおむね良好な河川水質
が維持」されていると考えられます。
　ւ　5　　؛ 月の調査では小舟渡海岸において、n-
ヘキサン抽出物質（油分による汚染指標）が検出され
ました。7 月の調査では不検出でしたが、基準値では
検出されないこととしているため、各家庭での油の処
理には注意が必要です。
　その他調査項目については基準値内であり、おおむ
ね良好な状態でした。

■美しい水辺環境を守るために
　工業や農業はもちろん、私たちの生活も河川の水質
に大きな影響を与えています。
　生活排水は、浄化槽、下水道を通して処理すること
になっています。生活排水の垂れ流しはやめましょう。
　私たち一人一人が環境に関わっていることを自覚
し、行動することで、水辺環境を守ることができます。
　皆さんの手で美しい町を作りましょう！
ʲ໰ʳொຽੜ׆՝　ੜڥ؀׆άϧʔϓ　☎ 88-211�
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町
長
室
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
○31

奥
尻
町
長
を
表
敬
訪
問

〜
人
・
も
の
・
情
報
の
交
流
に
よ
る
発
展
を
目
指
し
て
〜

階
上
町
長
　
浜
谷
豊
美

　

先
月
13
、
14
日
に
副
町
長
お
よ

び
総
合
政
策
課
職
員
２
名
で
北
海

道
奥
尻
町
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
奥
尻
町
か
ら
、
新
村
町

長
は
じ
め
総
務
、
地
域
政
策
、
水

産
農
林
、
教
育
関
係
の
皆
さ
ん
が

出
席
し
懇
切
な
る
対
応
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

奥
尻
町
と
当
町
を
つ
な
ぐ
郷
土

の
偉
人
太
田
広
城
氏
が
と
り
も
つ

縁
で
、
こ
れ
ま
で
も
復
興
先
進
地

と
し
て
の
現
地
視
察
や
資
料
提
供
、

情
報
共
有
な
ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
敬
訪
問
は
、
今
後
の

「
人
・
も
の
・
情
報
」
を
中
心
と

し
た
本
町
と
の
交
流
に
つ
い
て
、

奥
尻
町
の
思
い
を
お
伺
い
す
る
目

的
の
訪
問
で
し
た
。
新
村
町
長
か

ら
は
﹃
我
が
町
は
３
代
目
戸
長

「
太
田
広
城
」
氏
の
農
業
奨
励
や

禁
酒
制
度
な
ど
の
政
策
に
よ
っ
て

豊
か
な
奥
尻
が
生
ま
れ
た
。
出
生

地
で
あ
る
階
上
町
と
是
非
、
交
流

を
進
め
て
い
き
た
い
﹄
と
い
う
旨

の
大
変
う
れ
し
い
ご
回
答
を
い
た

だ
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

奥
尻
町
は
平
成
５
年
の
「
北
海

道
南
西
沖
地
震
」
で
大
惨
事
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
民
が
一
丸

と
な
っ
て
復
興
に
立
ち
上
が
り
、

﹃
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
﹄

﹃
豊
富
な
水
産
資
源
や
貴
重
な
観

光
資
源
を
活
か
し
た
奥
尻
町
の
発

展
﹄
を
遂
げ
、
本
町
と
多
く
の
共

通
点
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
事
務
レ
ベ
ル
で
協
議
し

多
岐
に
わ
た
る
相
互
交
流
を
模
索

し
な
が
ら
、
長
い
お
つ
き
あ
い
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

平成5年7月12日発生の北海道南西沖地震につい
て記録している奥尻島津波館

郷
土
の
偉
人

太
田
広
城
の
道
を
た
ど
る
第8巻

　

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
９
月
、

戊
辰
戦
争
の
中
で
も
最
大
の
戦
場

で
あ
っ
た
会
津
戦
争
が
会
津
藩
の

降
伏
に
よ
り
、
旧
幕
府
軍
側
が
函

舘
五
稜
郭
へ
渡
っ
た
こ
と
で
東
北

で
の
戦
争
は
ほ
ぼ
終
結
し
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
時
、
青
森
で
一
つ

の
戦
闘
が
起
こ
り
ま
し
た
。
野
辺

地
戦
争
で
す
。
22
日
夜
、
新
政
府

軍
に
盛
岡
藩
討
伐
を
命
じ
ら
れ
て

い
た
弘
前
藩
が
野
辺
地
に
出
兵
、

三
隊
に
分
か
れ
、
本
隊
は
馬ま

門か
ど

村む
ら

に
火
を
放
っ
て
野
辺
地
村
に
進

み
、
他
の
一
隊
は
山
道
を
通
り
野

辺
地
代
官
所
付
近
ま
で
進
行
し
て

き
た
こ
と
か
ら
盛
岡
藩
・
八
戸
藩

連
合
軍
が
迎
え
撃
ち
ま
し
た
。
戦

い
は
夜
明
け
ま
で
続
き
、
弘
前
藩

は
40
人
余
り
の
死
傷
者
を
出
し
、

撤
退
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
時

八
戸
藩
の
副
隊
長
と
し
て
活
躍
し

た
の
が
根ね

井い

沢ざ
わ

定さ
だ

右え

衛も

門ん

と
い

う
人
物
で
、
後
に
大お
お

沢さ
わ

多た

門も
ん

と

改
名
し
、八
戸
え
ん
ぶ
り
の
復
活
、

八
戸
三
社
大
祭
の
振
興
に
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
22
日
夜
に
起
こ
っ
た
野

辺
地
戦
争
で
す
が
、
実
は
盛
岡
藩

は
20
日
の
時
点
で
す
で
に
新
政
府

軍
に
降
伏
の
意
思
を
示
し
て
お

り
、
22
日
に
受
理
さ
れ
降
伏
は
成

立
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
戦
争
は
両
藩
で
起
こ
っ
た
私

闘
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
本
州
最
北
の
戦
争
も

幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

～
次
号
に
続
く
～

明
治
時
代
の
青
森
県
誕
生
を
支
え
る

太
田
広
城
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
を
走
る
⑤
番
外
編

野辺地戦争戦死者の墓所
（野辺地町字鳥井平）

従業員の町民税・県民税は「特別徴収」が原則です
　所得税の源泉徴収義務がある事業主は、町民税・県民税についても同様に事業主が従業員に代わり毎月支払
う給料から税額を引き去り、納めていただくこと（特別徴収）が、原則となっています。
˻ର৅˼　前年中に給与の支払いを受け、かつ当年の 4 月 1 日において給与の支払いを受けている従業員
　事業主は、来年 1 月末までに町に提出する給与支払報告書を、対象となる従業員の分について、特別徴収
として提出してください。
　県と町では、町民税・県民税の特別徴収制度の周知と徹底に取り組んでいます。詳しくは問い合わせてくだ
さい。　　　　　　　　  ̡ ໰ʳࡾീ஍Ҭݝຽݝہ੫෦　☎ 2�-�111　ʗ　੫຿՝　ො՝άϧʔϓ　☎ 88-212�
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８
月
末
現
在
、
全
国
の
警
察
か

ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、

凶
悪
事
件
な
ど
で
特
に
警
察
庁
が

指
定
し
て
い
る
重
要
指
名
手
配
被

疑
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
約
７
３

０
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
殺
人
、
強

盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
暴
行
、

傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、
横
領
等
の

事
件
に
関
し
て
指
名
手
配
さ
れ
て

お
り
、
再
び
犯
行
を
行
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪

の
被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11

月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ

て
追
跡
捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、

こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見

に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も

必
要
で
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
に

よ
く
似
た
人
を
見
掛
け
た
と
い
っ

た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察

に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

近
年
、
本
県
に
お
け
る
児
童
虐

待
事
案
の
取
り
扱
い
件
数
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
児

童
虐
待
の
防
止
は
、
社
会
全
体
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

き
な
問
題
で
す
。

　

児
童
虐
待
で
は
？
と
思
っ
た
ら

ま
ず
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
通
報
】
児
童
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ

ル
☎
１
８
９

※
緊
急
時
は
１
１
０
番
へ
の
通
報

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
増
し
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、

皆
様
の
ご
家
庭
で
も
ス
ト
ー
ブ
や

コ
タ
ツ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

例
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
火
災

発
生
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
際
は
次
の
こ
と
を
守
り
、
安

全
に
使
用
し
て
、
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

○
布
団
、
カ
ー
テ
ン
等
の
燃
え
や

す
い
物
の
そ
ば
で
使
用
し
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干

さ
な
い
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
を
近
く
に
置
か
な
い
。

○
就
寝
時
、
外
出
時
は
必
ず
消
火

す
る
。

○
薪
ス
ト
ー
ブ
の
取
灰
の
処
理
は

確
実
に
行
う
。

○
使
用
し
た
ま
ま
給
油
を
し
な
い
。

○
給
油
す
る
際
、
ガ
ソ
リ
ン
と
灯

油
の
誤
り
に
注
意
す
る
。

○
給
油
後
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン

ク
の
フ
タ
が
完
全
に
閉
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

○
灯
油
の
保
管
は
灯
油
缶
な
ど
専

用
の
容
器
を
使
い
、
雨
や
日
光

が
当
た
ら
な
い
場
所
で
保
管
す

る
よ
う
に
す
る
。

　

20
年
６
月
１
日
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
八
戸
広
域
事
務

組
合
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
か

ら
８
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
設

置
は
お
済
で
す
か
。

　

設
置
方
法
や
設
置
場
所
に
つ
い

て
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
】
八
戸
東
消
防
署
階
上
分
署

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
０
５

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を
！

児
童
虐
待
防
止
に
ご
協
力
を
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

火
災
が
多
発
す
る

シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

消防情報
Ր事ɾٸٹは

　　　11� 番へ
　ʦফ๷৘ใҊ಺ʧ
　☎ 0180-��1-888

ほっとスルメールをご利用ください
＜登録用メールアドレス＞

anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp
　町内の緊急・気象・火災情報など
のメールを、携帯電話やパソコンで
受け取れます。上記アドレスに空
メールを送信し、登録手続きをして
ください。（右のＱＲコードからも
読み込めます）

事件は 110 番へ
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

今月の早め点灯時間は
午後 3時 0 0 分です。

˔ฏ੒ 28೥階上ொ交௨事ൃނੜঢ়گ

10月 31 ೔ݱ在 લ೥ಉظൺ૿ݮ

ൃੜ件਺ 　　　ù÷ 件 　　ʴ �件

ऀ　　ࢮ 　　　 0ਓ 　　ʵ 1ਓ

ই ऀ ਺ 　　　3�ਓ 　　ʴ 1� ਓ

　　　　　θϩ࿈ଓ೔਺ނ๢事ࢮ ��3 ೔
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放
送
大
学
で
は
、
29
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

自
然
科
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
情
報
、
心
理
学
な
ど

の
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
出
願
期
限
　

29
年
３
月
20
日

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
】
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン

タ
ー
☎
０
１
７
２
（
３
８
）
０
５

０
０
／
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー

ス
☎
（
７
０
）
１
６
６
３

　

学
校
で
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
、

高
齢
者
や
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け

て
い
る
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
悩

み
や
困
り
ご
と
の
相
談
で
す
。

■
日
時
　

12
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所

　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

■
相
談
担
当
者
　

人
権
擁
護
委
員

【
問
】
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
グ

ル
ー
プ
☎
（
８
８
）
２
８
７
２

　

29
年
４
月
に
高
校
・
大
学
等
に

進
学
す
る
子
ど
も
の
い
る
母
子

（
父
子
・
寡
婦
）
家
庭
へ
の
修
学

資
金
・
就
学
支
度
資
金
貸
付
の
受

け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
前
に
貸
付
条
件
な
ど
の
説

明
を
行
い
ま
す
。

（
１
時
間
程
度
。
要
予
約
）

■
受
付
期
間

　

11
月
７
日
（
月
）
～

　

29
年
１
月
31
日
（
火
）

【
問
】
三
八
地
域
県
民
局
地
域
福

祉
部
☎
（
２
７
）
５
１
１
１

　

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
で
す
。
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
る
事
業
主
（
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
く
）
は
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

■
労
災
保
険
　

業
務
災
害
お
よ
び

通
勤
災
害
に
よ
り
負
傷
し
た
場
合

な
ど
に
、
必
要
な
保
険
給
付
を
行

い
ま
す
。

■
雇
用
保
険
　

労
働
者
が
失
業
等

し
た
場
合
、
生
活
安
定
お
よ
び
再

就
職
促
進
の
た
め
必
要
な
失
業
等

給
付
を
行
い
、
週
所
定
労
働
20
時

間
以
上
か
つ
31
日
以
上
の
雇
用
が

見
込
ま
れ
る
人
が
雇
用
保
険
適
用

要
件
と
な
り
ま
す
。

【
問	

労
災
保
険


】
八
戸
労
働
基

準
監
督
署
☎
（
４
６
）
３
３
１
１

【
問	

雇
用
保
険


】
八
戸
公
共
職

業
安
定
所
☎
（
２
２
）
８
６
０
９

　

青
森
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
す
。

■
金
額
　

時
間
額
７
１
６
円

　

※
10
月
20
日
か
ら

○
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
青
森
県

内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
、

労
働
者
を
一
人
で
も
使
用
し
て

い
る
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
製
造
業
と
小
売
業
の
一
部
に
は
、

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
】
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
４
１
１
４

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
戸
で
は
、
介

護
福
祉
関
係
職
種
希
望
者
お
よ
び

新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
（
卒
業

後
３
年
以
内
の
人
を
含
む
）
対
象

の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　

11
月
16
日
（
水
）
　

　
　
　
　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　

ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

■
参
加
対
象
者

①
介
護
福
祉
関
係
職
種
の
仕
事
を

希
望
す
る
人

②
29
年
３
月
卒
新
規
大
学
等
卒
業

予
定
者
（
卒
業
後
３
年
以
内
の

人
を
含
む
）

■
参
加
事
業
所

①
介
護
福
祉
関
係
職
種
求
人
事
業

所
②
新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
求
人

事
務
所

※
参
加
事
業
所
は
、
青
森
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

■
開
催
内
容

　

各
企
業
担
当
者
と
個
別
面
接
を

行
い
ま
す
。
面
接
を
希
望
す
る
人

は
、
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
求
人
内
容
等
の
説
明

の
み
希
望
す
る
場
合
は
、
履
歴
書

は
不
要
で
す
。

■
そ
の
他

　

参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
、
入

退
場
自
由
で
す
。

【
問
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
戸
職
業

紹
介
第
二
部
門

☎
（
２
２
）
８
６
０
９

■
日
時

・
11
月
15
日
（
火
）
13
時
30
分
～

・
11
月
16
日
（
水
）
９
時
45
分
～

・
11
月
16
日
（
水
）
13
時
30
分
～

■
場
所

　

八
戸
市
公
民
館

■
対
象

　

八
戸
税
務
署
管
内
市
町
村
の
源

泉
徴
収
義
務
者

【
問
】
八
戸
税
務
署
法
人
課
税
第

一
部
門
☎
（
４
３
）
０
１
４
１

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

■
展
示
期
間

　

11
月
11
日
（
金
）
～
17
日（
木
）

■
展
示
場
所

　

ラ
ピ
ア
１
階
フ
ェ
ス
タ
プ
ラ
ザ

■
内
容

　

イ
ラ
ス
ト
、
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
、

習
字
、
作
文
の
展
示

【
問
】
八
戸
税
務
署
総
務
課

　
　
　
　

☎
（
４
３
）
０
１
４
１

お知らせ Information 

放
送
大
学
（
４
月
生
）

ืू

青
森
県
最
低
賃
金
改
正

͓஌Βͤ

28
年
分

年
末
調
整
説
明
会

͓஌Βͤ
税
に
関
す
る
作
品
展

͓஌Βͤ

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

͓஌Βͤ

は
ち
の
へ
合
同
就
職
面
接
会

͓஌Βͤ

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

૬ஊ

母
子
（
父
子
・
寡
婦
）
家

庭
へ
の
修
学
資
金
・
就
学

支
度
資
金
貸
付
相
談

૬ஊ
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˙ର　　৅
　平成8年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた
人で、町内在住か、町出身者
˙ਃํࠐ๏

　町内に住所がある人は、12月初旬に出欠確認の往
復はがきを送付します。
　町内に住所がない人も参加できますので、参加を希
望する場合は教育課まで申し込んでください。
˙ਃࠐక੾
　12月16日（金）

　新成人で組織する実行
委員会の手により、企
画・運営を行います。
　若者たちの手作り成人
式をどうぞご覧くださ
い。

ʲਃɾ໰ʳڭҭ՝　ࣾձڭҭάϧʔϓ�
　　　　　☎88-2��8　ʗ　'"9�88-1803
　　　　　ϝʔϧ　IBTIJLZP!UPXO�IBTIJLBNJ�MH�KQ

1月8日日 13:30〜

ハートフルプラザ・はしかみ

ৼସで͖Δொ੫౳࠲ޱ˙
　軽自動車税、固定資産税、町県民税、国民健康保険
税、介護保険料、後期高齢者医療保険料

˙ਃ͠ࠐΈʢ֤ೲݶظの1Χ月લ·でʣ
　取扱金融機関に預貯金通帳、通帳届出印鑑、納税通
知書を持参し、申し込んでください。

˙औѻۚ༥ؔػ
　青森銀行（本・支店）、青い森信用金庫、みちのく
銀行（本・支店）、八戸農業協同組合階上支店、青森
県信用漁業協同組合連合会（階上代理店）、ゆうちょ
銀行

ʲ໰ʳ੫຿՝　ऩೲάϧʔϓ　☎88-211�

　

農
業
・
畜
産
業
等
を
営
む
人
、

ま
た
は
農
作
業
の
全
て
を
委
託
さ

れ
て
い
る
人
が
、
作
業
用
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
に
軽
油
を
使
用
す
る
場

合
は
、
軽
油
取
引
税
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

■
受
付
日
時

　

11
月
11
日（
金
）
～
25
日（
金
）

９
時
～
16
時
（
土
日
祝
日
除
く
）

■
受
付
場
所

　

階
上
町
役
場
　

産
業
振
興
課

■
提
出
書
類

《
新
規
》
機
械
購
入
先
で
発
行
し

た
機
械
販
売
証
明
書
、
県
収
入
証

紙
代
（
４
０
０
円
）

《
更
新
》
免
税
軽
油
使
用
者
証
、

免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る
報

告
書
（
納
品
書
を
貼
付
）
、
県
収

入
証
紙
（
４
０
０
円
）

《
継
続
》
免
税
軽
油
使
用
者
証
、

免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る
報

告
書
（
納
品
書
を
貼
付
）

《
共
通
書
類
》
耕
作
証
明
書
（
農

業
委
員
会
発
行
）
、
免
税
証
郵
送

用
切
手
代
４
５
０
円
、
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
、
印
鑑
（
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

■
そ
の
他

①
更
新
と
継
続
の
人
で
、
使
用
機

械
や
名
義
に
変
更
の
あ
る
人
は

新
規
と
同
じ
手
続
き
で
す
。

②
受
付
期
間
以
降
の
申
請
は
、
直

接
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
・
問
】
産
業
振
興
課
農
林
水

産
グ
ル
ー
プ
☎（
８
８
）２
１
１
６

　

相
続
し
た
土
地
や
建
物
の
登
記

の
名
義
は
、
市
町
村
に
固
定
資
産

税
の
納
税
者
の
変
更
等
の
届
け
出

を
し
て
も
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。
登

記
の
名
義
を
変
更
す
る
た
め
に
は
、

不
動
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
法

務
局
に
相
続
の
登
記
の
申
請
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

長
い
間
、
相
続
の
登
記
を
し
な

い
で
放
置
し
て
い
た
場
合
に
は
、

相
続
権
の
あ
る
人
が
次
第
に
増
え
、

遺
産
分
割
の
協
議
が
ま
と
ま
り
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
、
相
続
の
登

記
を
す
る
た
め
に
多
く
の
労
力
と

費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
、
早
め
に
相
続
の
登

記
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
登
記
相
談
　

予
約
制

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

【
問
】
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支

局
☎
（
２
４
）
３
３
５
１

農
業
用
免
税
軽
油
の

申
請

͓஌Βͤ

相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か

͓஌Βͤ

お知らせ Information 

平成29年階上町成人式
祝　成人 納税には便利な口座振替を

ご利用ください

ظ�੫　　　　　　　ୈ࢈ࢿఆݻ
ظ�੫　　　　　ୈݥอ߁ຽ݈ࠃ
հޢอݥྉ　　　　　　　ୈظ�
後ऀྸߴظҩྍอݥྉ　　ୈظ�
　のೲݶظです。๨Εͣʹೲめ·͠ΐ͏。
ʲ໰ʳ੫຿՝　ऩೲάϧʔϓ　☎88-211�

11月30日（水）は

日 時

場 所
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お詫び申し上げます
　広報はしかみ 10 月号 15 ページ
掲載の「10 周年 ウィズ運転代行」
広告記事内に誤りがございましたの
でお詫びして訂正いたします。

　　《誤》080-2889-6824
　　《正》090-2889-6824

　̡ ໰ʳ΢Οζӡస代ߦ　上ᖒ

��݄͸ʮͶΜ͖Μ݄ؒʯɺ
��݄ ��೔ʢいいΈΒいʣ͸ʮ೥ۚͷ೔ʯͰ ʂ͢

ਓޱͱੈଳ਺

ʲ໰ʳ
　ീށ೥ۚ事຿所
　　　　　　　☎ �3-�3��
　ொຽੜ׆՝
੶ॅຽάϧʔϓށ　　
　　　　　　　☎ 88-28�2

良い未来のために、
みんなで年金について
考えてみましょう！

੶ͷ૭ɹɹɹɹɹฏ੒��೥ށ �� ݄ड෇෼ʢܟশུʣ

˞ଞࢢொଜʹಧ͚ग़ͨਓでࡌܝΛر๬すΔ৔߹はɺொຽੜ׆՝☎ 88-28�2 ·で͝࿈བྷ͍ͩ͘͞。

　ฏ੒ 28 ೥ 11 月 1೔ݱ在　

ɹ૯ਓޱɹ��
���ਓɹʢr �ʣ
ɹɹஉɹɹ �
���ਓɹʢr �ʣ
ɹɹঁɹɹ �
���ਓɹʢ� �ʣ
ɹੈଳ਺ �
���ੈଳɹʢ� �ʣ

ʲ͓஀ੜ͓ΊͰͱ͏ʳ
　　　　　　　　　　　　（父の名 ・ 母の名）　　地　区

　橘　　李
り

　仁
ひと

（　隆　・麻裕美）耳ケ吠西

髙　橋　凛
り

　久
く

（勇　輝・沙　織）耳ケ吠西

小　松　聖
せ

　那
な

（裕　明・美佳子）石　鉢

ʲ͓չ΍Έਃ্͛͠·͢ʳ

濱荒津　靜　男（65・大　蛇）

下　向　金太郎（94・角柄折）

神子沢　タ　ヱ（72・角柄折）

佐々木　隆　志（62・大　蛇）

横　川　房　子（88・蒼　前）

山　崎　　　知（81・野場中）

三　島　栴　治（80・赤保内）

「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページか
八戸年金事務所へ問い合わせてください。

　10 月 7 日から、夜間・休日の死亡の届け出に係る埋火葬許可証交付の取り扱い方法について、次のとお
り変更しましたのでお知らせします。

※手続きに多少お時間が掛かる場合があります。事前に連絡いただくか、時間に余裕を持って
　来ていただくようお願いします。　　 　̡ ໰ʳொຽੜ׆՝　ށ੶ॅຽάϧʔϓ　☎ 88-28�2

˓ຒՐ૴ڐՄূの交෇時間はɺ8�1� ͔Β 1��00 ·でです。
˓໷間ʢ1��00 ͔Βཌ೔ 8�1� ·でʣʹࢮ๢のಧ͚ग़Λͨ͠৔߹はɺຒՐ૴ڐՄূの交෇は
　で͖·ͤΜのでɺཌ೔Ҏ߱ɺ上هの時間಺ʹ࠶౓དྷ͍ͯͨͩ͘͜ͱʹͳΓ·す。

　೔ຊ೥ۚߏػはްੜ࿑ಇলͱ11ͯ͠ྗڠ月ΛʮͶΜ͖Μ月間ʯͱҐஔ෇͚ɺެత೥੍ۚ౓の

Έֹࠐݟڅ࿥΍೥ۚडهす。·ͨɺ11月30೔はɺࣗ分の೥ۚ·͍ߦʹతۃӡಈΛੵൃܒɾٴී

Λ֬ೝ͠࿝後のੜ׆ઃ͍ࢥʹܭΛ८Β͍ͯͨͩ͘͠ʮ೥ۚの೔ʯͱͳ͍ͬͯ·す。ͥͻɺ͜の

。͍ͩ͘͞༺ձʹʮͶΜ͖ΜωοτʯΛ͝རػ

夜間・休日の埋火葬許可証交付の取り扱い方法が変わりました

年金だより



17 広報はしかみ　2016・11

日 月 火 水 木 金 土
16 17 18 19
缶・びん・ペット
新聞・ダンボール

燃やせる（東）
粗大（中・西）

郡スポ少ミニバ
ス大会（～ 20日）

20 21 22 23 勤労感謝の日 24 25 26
階上どんこまつ
り（大蛇漁港付近）

休館日 燃やせる（中・西）
納税相談
開放日

収集なし 燃やせる（東） 社会福祉大会
（ハートフル）

郡スポ少ミニバ
ス大会

27 28 29 30 1 2 3
休館日 燃やせる（中・西）

納税相談
缶・びん・ペット
1歳 6か月児健診

燃やせる（東）

4 5 6 7 8 9 10
ソフトバレー
ボール大会（町民
体育館）

燃やせない
休館日

燃やせる（中・西）
納税相談
特設人権相談
所（ハートフル）

缶・びん・ペット
新聞・ダンボール

燃やせる（東）

11 12 13 14 15
休館日 燃やせる（中・西）

納税相談
開放日

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・古布

燃やせる（東）

■ご ごみ収集日（中・西：中央、西部地域／東：東部地域／地域名の表示がないのは全地域収集）
■相 行政・人権・心配ごと相談（第3火曜日、ハートフルプラザ、13:00～15:00）
■相 教育相談（第 3火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 16:00）
■相 夜間納税相談（毎週火曜日、税務課、17:30 ～ 19:30）
■民 民俗資料収集館開放日（第 2・4火曜日、9:00 ～ 16:00、
　　ボランティアガイドが案内します）
■健 乳幼児健診
■ト トレーニングルーム休館日

12 月

11月

CALENDAR行事＆くらしのカレンダー 11/16（水）～12/15（木）

課名・グループ名等 直通電話番号

１
階

税 務 課 賦 課 グ ル ー プ 88-2129
収 納 グ ル ー プ 88-2114

町民生活課 戸籍住民グループ 88-2872
生活環境グループ 88-2119

保健福祉課
健康増進グループ 88-2219・2162
福 祉 グ ル ー プ 88-2641
介 護 グ ル ー プ 88-2115

出 納 室 88-2049
農 業 委 員 会 88-2946

２
階

総 務 課 庶 務 グ ル ー プ 88-2112
行政防災グループ 88-2873

総合政策課 政策推進グループ 88-2113
財 政 グ ル ー プ 88-2874

産業振興課 農林水産グループ 88-2116
商工観光グループ 88-2875

建 設 課 土木建設グループ 88-2118
下水道グループ 88-2120

教 育 課 学校教育グループ 88-2495
社会教育グループ 88-2698・2764

3階 議 会 事 務 局 88-2369

平日は各課直通電話をご利用ください

土・日・祝日および17:00以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

聞き逃し
たと思っ
たら

͝Έऩूͷ஍Ҭ۠෼

தԝɾ
੢෦஍Ҭ

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢
田代、晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内
耳ケ吠西

౦෦஍Ҭ
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

○ごみは、必ずಁ໌ͳାに入れて出してください。
〇ごみは、ऩ

˔

ू
˔

೔
˔

ʹɺࣗ分のॅΜで͍Δ஍Ҭの͝Έ
　ऩू所へɺே 8時·でに出してください。
〇ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
　が来るとは限りません。

防災無線電話応答サービス
ὸ��������過去6回分まで確認できます（時報含）
�์ૹ಺༰͸ɺொϗʔϜϖʔδͰ΋
ɹɹ�ެ։͍ͯ͠·͢ͷͰ͝ཡ͍ͩ͘͞

相

相
民

ト

ト

ト

ト

相

ご

民
相

相

ご

ご

ご

ご

ご

ご
健

ご

ご

ご ご

ご

ご

ご

ご
カレンダーの内容は町ホームページ
にも掲載しています。
　　（トップ＞イベント情報）
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小舟渡小学校
˻߹এ˼͍ͭで΋͋のւは
˻߹এ˼は͡めのҰา
ʹめɺ͍ͯͶ͍ࠐΛͪ࣋ؾಐでࣇߍ๬Λ๊͘ՎΛશر　
͖Ε͍ͳՎ੠で߹এ͠·ͨ͠。

大蛇小学校
˻߹এ˼ۭඈͿʹΘͱΓ
˻߹এ˼υϨϛのՎ
　ίϛΧϧͳ͕Β΋͍ڧҙࢤΛͤ͞͡ײΔՎΛɺৼΓ෇
͚͠ͳ͕ΒؾݩΑ͘߹এ͠·ͨ͠。

道仏小学校
˻߹এ˼は͡めのҰา
˻߹এ˼上Λ͍ͯ޲า͜͏
　Վ͍ͳ͕ΒৼΓ෇͚΍ɺ間૗ではϦίʔμʔԋ૗Λߦ
͍ɺझ޲ΛڽΒͯ͠߹এ͠·ͨ͠。

階上小学校
˻ϘΠεϦζϜ˼階上のͪ࣋ؾ
˻߹এ˼ੈք͕ͻͱͭʹͳΔ·で
˻߹૗˼͘ΔΈׂΓਓܗɾϑΝϯλδʔ
　গਓ਺ͱは͑ࢥͳ͍੠ྔでϦζϜΛ૗で·ͨ͠。

石鉢小学校
˻߹૗˼স点のςʔϚ
˻߹૗˼Ӊ஦ઓ؋ϠϚτ
　Ӊ஦ઓ؋ϠϚτのԋ૗はେഭྗʂϐΞϊの൐૗΋ࣇಐ
。ͨ͠·ுΓؤ͕

赤保内小学校
˻Ϧίʔμʔ૗˼ͻ·ΘΓの໿ଋ
˻߹૗˼Ӊ஦ઓ؋ϠϚτ
　ਇجതの೉͍͠ۂΛϦίʔμʔでԋ૗。͖Ε͍ͳԻ৭
Λ͔ͤڹ·ͨ͠。

　10月21日、石鉢小学校体育館を会場に、第49回階上町小学校音楽発表会が開催され、町内6小学校の児童らが
芸術の秋にふさわしい音楽を披露しました。
　石鉢小学校5年生の太田凉之真くんが「階上町の仲間と音楽に親しみながら交流を深め、楽しい発表会にしま
しょう」と児童代表あいさつ。児童らは練習の成果を発揮し、心をひとつにして音楽を作り上げていく楽しさを
味わいながら、合唱や合奏を行っていました。

奏でるハーモニー　芸術の秋
ʙୈ�̕ճ階上ொখֶߍԻָൃදձʙ




